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要旨

日本への外国産針葉樹の導入は明治時代初期から始まり，北半球中高緯度の針葉樹林域とほ

ぼ同緯度にある北海道は，その中心地として試験植栽に力を注がれてきた。既に道央部におい

て成林可能との評価を得た樹種もあるが，これまでは対象とした北海道大学天塩地方演習林の

ように道央部より積雪量が多く，かつ凍霜害の心配される地域における種々の植栽樹種に対す

る，このような気象害の状況について報告されたものはなかった。本報は林齢 7~20 年の 4 属

15種について，主に被害・生育状況や残存率に着目して，その状況を明らかにし考察を加え

た。北海道大学天塩地方演習林では，積雪害や凍霜害のような気象害を受けている樹種が多
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く，樹種により現存本数比は様々であった。一方，被害~形態不良を生じていない個体はどの

樹種でも近年の成長はほぼ順調とみられた。積雪害や凍霜害が少なく残存本数比のかなり高い

樹種としてはパンクシアナマツ，ヨーロッパトウヒ，マリアナトウヒ，チョウセンカラマツ，

グイマツ，グイマツ Flにヨーロッパアカマツを含めた，モミ属を除く 7種が挙げられる。し

かし，これら 7種を含む 15種が林齢の増加に伴いどのような生育経過を辿り成林するかにつ

いては，虫害・菌害など諸害の発生も考えられるので，今後とも種々の被害や生育の詳細な観

察を含めた長期的な継続調査が重要である。
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1. はじめに

日本における外国産針葉樹の導入は明治初期から始まり，北海道は広くその中心地とし

て，類似した気候下の欧州や北米に分布の中心をもっ種々の樹種が導入された。北海道におけ

るそれまでの種々の外国樹種の植栽経過については松井 (1966)により集成されているが，そ

の後も各地で他の樹種も含め試験植栽が行われている。明治後期~大正初期から試験植栽の行

われた道央部の野幌(林業試験場)，山部(東京大学北海道演習林)および旭川(神楽見本林，

旭川営林支局〉の三つは道内で最も旧く，かなり大きな面積をもっ代表的試験地である。既に

そこでの試験経過と実際上の植栽成績(鉄道防雪林など)から，昆虫・動物害からの保護を十

分にすれば，上述の3地点を中心に道内で一応成林可能であろうとされた樹種もある;ョー

ロッパトウヒ，ストロープマツ，ヨーロッパアカマツ，ヨーロッパクロマツ，パンクシアナマ

ツなど。

これまでの造林経過から，広い北海道では気象条件や土壌条件によって主要な圏内産造林

用樹種(主にトドマツ，アカエゾマツ，カラマツなど)が必ずしも万能ではないことが明らか
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となっている。このため外国樹種の実際上の造林は，圏内樹種の補助(足)的なものとしても

注目されてきたが，近年では用途も庭園樹や街路樹としても広がりをみせ，良質・多様な緑地

景観の追求など様々な観点からの利用(使用)上でも重要となってきている。こうして種々の

外国樹種について行われる，基礎的応用的な保育や保護に関する一連の研究は，気象条件や土

壌条件に応じた単木的・集団的植栽である"適地適木"施業の実施の前提としても今や必須の

ものとなってきた。

現在も北海道各地では上記5樹種の他，広葉樹を含む多数の外国樹種について多面的長期

的な視野から試植，生育状況比較，適用植栽試験が以前にもまして活発に続けられている。諸

外国産樹種のこのような植栽試験に関わる様々なデータの蓄積は，北海道と気象条件の類似す

る地域を含む極東アジアの先駆的な研究事例としても今後ともますます重要であると考えられ

る。

しかし，前述した道央部の3地点(野幌，山部および旭川〉よりもかなり積雪量が多く，か

っ凍霜害(主に開芽期の晩霜害)の心配される地域での試験成績(経過)の総体的な把握はこ

れまでほとんど行われていなかった。著者らはこのような厳しい気象条件下にある道北地方の

北海道大学天塩地方演習林(以下，天塩演習林と呼ぶ)に植栽されている外国産針葉樹につい

て，主に残存率や被害・生育状況に着目して 1985年から調査研究を進めてきており，一部の

樹種の概要については既に発表済みである(春木・滝川11986)。本報告ではこれらを含めた 15

種について更に詳しく調査の結果を述べる。

なお，本文に先立つて本調査地の管理にあたられ，また現地調査に種々ご協力を頂いた天

塩演習林関係各位に厚くお礼申し上げる次第である。

11. 調査地および植栽木の概要

11.1. 閤査地

調査地は天塩演習林(幌延町字問寒別に所在，図-1)のうち主に河西42，43林置の外国

樹種見本林地(通称八線見本林〉であるが，他に河東13林班(造林台帳番号140)および河東

52林班(造林台帳番号112)の外国樹種植栽地である。

a.河西42，43林班:問寒別川の支流入線沢沿いの平坦な沖積地(海抜高約26m)で， 1967年

より外国樹種見本林地として針・広葉樹合わせて約40種が5haにわたって植栽されている。

土壌は厚さ 2.5cmのA。層， 6cmのA層(埴壌土〉の下は堅い埴土でB層(厚さ 25cm)， C 

層へとつづく。植栽木の根系は主にA，B層に分布している。全刈り地捺え地であり，林床

は植被率 90~100%で草丈 1~1. 5m のキタヨシ，グマイザサ，エゾイラクサ，カンスゲ，カ

モガヤ，シロツメクサなど適潤~弱湿性植物が優占している。調査対象樹種はヨーロッパアカ

マツ(フィンランド産，デンマーク産，ポーランド産の三つ)，ストローフ.マツ，バンクシアナ

マツ，ヨーロッパクロマツ， リギダマツ，ジェフリーマツ，パルサムモミ，ヨーロッパそし
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ぜ

図ー1 調査地位置図

数字は平均最深積雪分布線(1941~70年， cmで札幌管区気象台編(1983)より)

Fig. 1. Surveyed area with isop1eth of the average year1y maximum snow depth 
(1941-1970). 

表一1 北海道大学天塩地方演習林および道内代表的植栽地の気象データ(1951~80年)

Tab1e 1. C1imato1ogica1 data in Teshio Experimenta1 Forest of Hokkaido University 

and some p1antation sites in Hokkaido 

年平均年降水量終霜日 最大積雪深(cm) 統計期間平均最深積最大値最小値
観測所 気温(t) (mm) 平均) 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 (年) 雪深(cm)， (cm) ， (cm) ， 

問寒別 4.9 1，483 5月13日 26 61 115 195 240 297 218 6 1962~77 142 297 72 

旭 JII 6.3 1，158 5月18日 17 83 82 103 120 119 86 17 1951 ~80 92 119 44 

山 部 5.6 1，314 5月15日 40 85 89 91 130 150 125 8 1917~77 95 150 60 

西野幌 6.6 1，170 5月10日 。50 65 128 153 150 103 o 1970~80 113 153 81 
注:札幌管区気象台(編) 1983による。但し$は増田1983による 1962~81年の積雪深の値である。

コンコロールモミ， ヨーロッパトウヒ，グラウカトウヒ，マリアナトウヒ，チョウセンカラマ

ツの 13種である。

b.河東13林班:ヌブカナイ沢とヌポロマッポロ川の聞の幌抜林道沿いにあり，北~北東向き

の山火事跡緩斜面 C3.5~4.5 度，海抜高約 80m) である。樹高数 m のエゾマツ， トドマツ，

シラカンパ，ケヤマハンノキなどが散在し，地床は稗高1.4~1. 5m のクマイザサが密生して

いるところを幅2mの筋刈り(刈り残し幅約1m)地梼え後， 1984年5月にカラマツ類，アカ

エゾマツ， トドマツが植栽された。蛇紋岩地で土壌は厚さ約 6cm の A。層，約 10~13cmの

A 層(埴壌土)，約 32~40cm の B 層の下は C 層へとつづく。調査対象樹種はグイマツ Fl の

み 1種である。
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c.河東52林班:玉石の沢3号林道沿いの南~南東向き緩斜面 (6.5度，海抜高約190m)で

ある。 1976 年 5 月にカラマツ類とアカエゾマツが植栽された。林床は稗高1.8~2.1mのチシ

マザサが密生している。蛇紋岩地で土壌は厚さ 8~9cm の A。層， 12~13 cmのA層(埴壌

土)，約25cmのB層の下はC層へとつづく。植栽木の根系は主にA，B層に分布している。

表土は約20cmの厚さの埴壌土である。調査対象樹種はグイマツ 1種である。

天塩演習林における最近約30年間の気象データは表-1のようで，道央地方の上述の3

地点に比べ終霜日はあまり違いはないが年平均気温が低く，積雪は 2~4 月で最大積雪深が

200cmを越えることもあり， 1962~81 年の平均最深積雪深で 142cm に達するなど大きな差

が認められる(図-1参照)。

11.2. 植栽木の概要

各樹種の苗木は山部，光珠内(北海道林業試験場)，北海道大学天塩演習林苗畑および札幌

実験苗畑で育苗生産された床替 1~2 回，商齢 3~5 年のものであるが，植栽時の苗木の性状は

不明である。各樹種の特徴等を簡単に述べると次のようである(旭川営林支局1981，E. L. 

LITTLE， ]r. 1978，石川編著1964，岩本1966，松井1966，森林資源総合対策協議会編1958

など)。なお，学名は北方林業会 (1981)による。

1. マツ属 a. ヨーロッパアカマツ:全欧州からシベリア，アムール地方にまで降水量の

比較的少ない乾燥地に多く生育分布し，北限は北緯70度の極地の樹木限界に達している。一

般に寒さへの抵抗性が強く霜害を受けず，乾地への適応性も大きい樹種とされている。旭川の

1898年植栽林分は69年生時で平均樹高(H)16.0m，平均胸高直径(D)28.9cm， 83年生時に

H 15.7 m， D 32.3 cmで，成長の頭打ち傾向が出ている。 b.ストロープマツ:北米北東部五

大湖を中心に広く生育分布する。一般に立地への適応性大で，旭川ではストロープマツの中心

郷土モントリオールと気候がほぼ同じで生育良好で，しかも概してヨーロッパアカマツやヨー

ロッパトウヒより成長成績も良いといわれる。山部の38年生林分でH14.5 m， D 26.0 cm， 

旭川の1898年植栽林分は69年生時でH23.6 m， D 34.8 cm， 83年生時にH21.3 m， D 35.9 

cmと成長の衰えが目立つ。野幌Aの40年生でH19.4m，D32.9cmで，この林齢ではまだ

成長の頭打ち傾向は出ていない。 c.パンクシアナマツ:北米北東部五大湖周辺の低地から山

岳地帯にかけて，乾燥した砂土や岩礁質土壌に広く生育分布し，北緯68度の森林限界地帯に

までおよんでいる。一般に耐寒・耐霜性樹種で乾地適応性も大きいが，野鼠に対する抵抗性は

弱いといわれる。野幌では好適樹種とされ被害記載は特になく， 37年生で，なお成長旺盛で

H16.9m， D19.0cm，山部でも成長は良の上で35年生でH12.8 m， D 20.8 cmに達する。

しかし，旭川では45年生でH11.9 m， D 15.8 cmと樹高成長，材積成長とも相当悪L、。 d.

ヨーロッパクロマツ:欧州南部から小アジア地方に分布し樹高45mに達するものもある。一

般に成長は遅いが耐寒力は強L、樹種といわれる。札幌市内では北海道大学構内各所にみられ，

樹高17.5m，胸高直径69cmにおよんでいる(春木ほか1989)。本種は小樽国有林や余市~蘭
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島聞の海岸沿いの鉄道防雪林では十分に成林し，前者は50年生でH15.5 m， D 23.6 cm，後

者は41年生でH9.2 m， D 18.0~20 .4 cmに達している。旭川では1936年植栽で31年生時

H 9.4 m， D 15.3 cm， 45年生時にH10.4 m， D 18.3 cmと成長不良である。これらを除け

ば各地とも単木的に残っている程度で，野幌では寒霜害，野鼠害，昆虫害等が著しかったため

ほぼ壊滅した。しかし，山部では 45 年生 7個体で樹高(H)15.0~22.0m，胸高直径(D，

DBH)29.3~33.8 cm と優良である。 e. リギダマツ:北米北東部の北緯 38~44 度の狭い範囲

に分布する。一般に寒害，凍害の少ない樹種で，土地への適応力も大きく，郷土では高燥地と

低湿地との両極端の立地にも生育している。野幌では40年生で虫害を受けているがH13.6 

m， D26.9cm，山部では35年生(含苗齢)でH10.5 m， D 21.1 cmに達している。旭川は幼

齢段階のものがあり， 5年生でH1.1mで被害の報告はない。f.ジェフリーマツ:米国西部

太平洋側のオレゴン外|からカリフォルニア州にかけての山岳地帯に分布生育する。標高

1 ， 800~2 ， 400 mの乾燥した岩礁質斜面に多いが，シエラネパダ山脈の東側斜面には極めて普

遍的で美林がみられるという。日本での生育状況についての報告はみあたらない。

2. モミ属 g.パルサムモミ:北米北東部からロッキ一山脈の東部山麓にかけて分布生育

する。湿潤地系の樹種で山地帯でも沼沢地に多い。樹高 21~27m，胸高直径 60cm を越える

ものはまれである。日本にはあまり導入されていない。山部では1932年植栽の32年生(含苗

齢)の5本の植栽木のHは9.9(9.5~10.0) m， D 16.1 (14.3~18. 7) cmでトドマツよりも

多少劣る成長をしている。 h. ヨーロッパモミ:中部・南部ヨーロッパの山地帯を中心に分布

生育する樹種で，松井(1966)は本樹種の中心郷土地帯の気候は， 7 月の平均気温が 19~20.C ，

1 月の平均気温がー3~-5.C，年降水量が 600~700mm なので，北海道では中部以南の低山

地帯で造林可能であろうと述べている。山部では35年生でH11.6m， D17.5cmに達してい

る。i.コンコロールモミ:北米南西部のオレゴン州からメキシコ北西部に至る太平洋側山岳

地帯からアリゾナ州，ニューメキシコ州，ユタ州にかけて分布生育する。樹高 30~40m，胸

高直径1.2~1. 5 m に達する。標高 900~2 ，700 mの適潤な斜面や谷聞にみられ，カリフォル

ニア山脈では最も良い生育をしているという。気象害については，英国の Thetfordの試験林

は寒霜害を受けるので広葉樹の樹下に植栽しており，松井(1966)は，一層寒さの厳しい北海

道では上記のような樹下植栽で道南地方に植える以外は困難であろう，と述べている。山部で

は1935年植栽の24年生林分でも H5.3m，D9.9cmとかなり成長が悪し、。

3. トウヒ属 j. ヨーロッパトウヒ:ヨーロッパトウヒは北部欧州ならびに中部欧州の山地

帯にかけて分布生育する。分布限界線は， 7月の平均気温10.Cの等温線と一致し，北海道では

エゾマツの分布限界と同じ高さで，気温のみでは低山地帯では造林に何の不安もなく，相当の

成長を期待できる樹種とされ，各地で優良造林地ができあがり，天塩演習林においても蛇紋岩

地を除きかなり良い成績をあげてきた。道内ではかつて若干ハパチ類の被害がみられたほか野

兎鼠の食害がみられた。また浅根性のため風倒の被害も生じている。野幌では50年生で



北海道大学天塩地方演習林における外国産針葉樹の植栽成績について(春木・松田・滝川・岸本 741

H 20.8 m， D 28.0 cmだが，金山の王子山林の37年生林分ではH24.4 m， D 24.1 cmと優

良であった。旭川の1902年植栽の林分では61年生時にH24.0 m， D 28.5 cmに達しまだ成

長が続いているという。 k.グラウカトウヒ:北米北部に生育分布し，しばしば海岸近くや河

川や湖沼の周縁の低地や台地にもみられ，極地帯では叢林状の樹形となって樹木の生育限界に

まで達して生育し，一般に寒さに強い樹種とみられていた。普通，樹高は25m，胸高直径

40~50cm に達し，大きいものでは樹高 50m，胸高直径 100cm におよぶという o 野幌の

1916年植栽の40年生林分ではH11.6 m， D 14.9 cm， 1917年植栽の39年生林分では

H 13.3m， D17.5cm，山部の 1931年植栽の28年生(含苗齢)林分ではH7.0m， D9.4cm， 

旭川の23年生林分ではH7.0 m， D 10.8 cmに達している。1.マリアナトウヒ:北米の中北

部に生育分布する。乾燥性の岩礁質土壌に林分を形成し，樹高は21m，胸高直径90cmに達

するという。北緯50度を越える北方ではアカエゾマツにみられるように河川流域や低湿泥炭

地帯に広く森林を形成するという。本種も日本での生育状況についての報告はみあたらない。

4. カラマツ属 m.チョウセンカラマツ:ソ連沿海州，中国東北地方(輿安嶺地帯)から北

朝鮮にかけて山火跡地，崩壊地，南面急斜地などに多く生育分布する。気象的条件でみると年

平均気温3.Cぐらいで北海道の海抜600m以上の山岳地帯に含まれ，また分布地は北海道に比

べ雨量が比較的少なく，冬季大陸的な酷寒に加えて積雪の少ない地帯に生育している耐寒性の

樹種といわれる。またニホンカラマツに比べ耐鼠性の強L、樹種としても知られている。野幌の

40年生林分で百20.1m，百24.2cm，旭川の14年生林分ではH7.0m，D9.7cmに達して

いる。 n. グイマツ:グイマツは樺太，千島(色丹島，択捉島)の年平均気温 0~5.C の地帯に

生育分布し，耐寒霜性が強い樹種である。またチョウセンカラマツよりも一層，耐鼠性の強い

樹種としても知られているが，樹病菌害について若干懸念されている。樺太中部での樹高は

30m余り，胸高直径60cmに達している。野幌の 1915年植栽の47年生林分ではH19.0 m， 

D23.1 cm， 40年生林分でH19.0 m， D 22.8 cm，旭川の 27年生林分ではH11.4 m， 

D 14.7 cmに達している。 O. グイマツ Fl:グイマツ Flは耐寒霜性および耐鼠性の強いグイ

マツを母とし，成長の早いニホンカラマツを父とする雑種で，山部の東京大学演習林で作られ

たものである。山部の標高300m地点での植栽後7年の成績ではH6.7 m， D 7.5 cmと成長

が良し、。

III.調査法

調査は 1985~1988 年に行い，各樹種の植栽地で植栽本数に応じて無作為に抽出した個体

について樹高，胸高直径を測定し，さらに残存率(本数比， %)や被害(主に気象害)状況，生

育状況を調べた。また，そのうち任意に選択した試料木について輪生枝階に着目して年次別樹

高成長量を測定した後，樹形のスケッチを行った。なお，被害のうち狭義の凍害と霜害の区別

(酒井1966)がつくもの以外は凍霜害と一括して呼ぶ。
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果結査調IV. 

各樹種の測定結果の概要を示すと表-2のようである。以下，各樹種について述べる。

表ー2 北海道大学天塩地方演習林における外国産針葉樹15種の植栽成績調査結果の要約

Table 2. Quantitative data of the experimental plantation of exotic coniferous tree 
species in Teshio Experimental Forest of Hokkaido University 
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Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and breast-height diameter 
CD) of Pinus sylvestris introduced from Finland. 
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Fig.2. 
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本調査地でのこれまでの枯死は主に幼齢時の積

雪圧や野鼠害によるが，現存木には積雪害，凍霜害とも被害はみられず，むしろうっ聞による

被圧木が出現し始めている。樹齢18年生で，フィンランド産の樹高・胸高直径階別本数分布

図は図一2のようである。樹高では強いうっ閉のため上層と下層の分離が顕著にみられる。胸

a.ヨーロッパアカマツ CPinussylvestris) : 

高直径では個体差が広がり，サイズの大小の範囲が 2~3 倍と大きいが， 10~13 cmに集中し

ている。下層~上層木の樹高成長曲線は図-3 のようで，植栽 11~12 年後から上述のうっ聞

による個体差が大きくなっているようである。平均樹高CH)5.5m，平均胸高直径CD)11.3cm 
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図-3 ヨーロッパアカマツ(フィンランド産〉の樹高成長曲線

Fig. 3. Height growth curve of Pinus sylvestris introduced from Finland. 
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図寸 ヨーロツパアカマツ(デンマーク産〉の樹高成長曲線

Fig. 5. Height growth curve of Pinus sylvest市 introducedfrom Denmark. 

であった。

デンマーク産の樹高・胸高直径階別本数分布図は図-4のようである。樹高では強いうっ

閉のため上層と中下層の分離が顕著にみられる。胸高直径も個体差が広がり，範囲が 2~3 倍

と大きく， 14cm未満が中下層木個体に対応している。下層~上層木の樹高成長曲線は図-5

のようで，植栽ほぽ10年後から上述のうっ聞による個体差が大きくなっているようである。

H 7.7 m， D 14.2cmであった。

ポーランド産の樹高・胸高直径階別本数分布図は図-6のよ 1うである。強いうっ閉下にあ
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Fig. 6. Frequency distribution of tr民sin each grade of tree height (H) 
and breast-height diameter (0) of Pinus sylvestris introduced 
from Poland. 
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図一7 ヨーロッパアカマツ(ポーランド産)の樹高成長曲線

Fig. 7. Height growth curve of Pinωsylv，副市introducedfrom Poland. 

るが，樹高の個体差をみると範囲は狭く，上，中，下層の分離はあまり明瞭ではない。しか

し，胸高直径では個体差が広がり，範囲が 3~4 倍と大きい。下層~上層木の樹高成長曲線は

図-7のようで，植栽ほぽ10年後から上述のうっ聞による個体差が大きくなってきているよ

うである。 H7. 7m， D 14.4 cmであった。

以上のようにH，百はデンマーク産とポーランド産はほとんど変らず，フィンランド産

はこの両者よりかなり小さい。収穫表で野幌，旭川の同林齢の林分がそれぞれ9m，11~12 

cmであるのに比べるとデンマーク産，ポーランド産でも，平均樹高で2割減，平均胸高直径

で2割増であった。しかし，本調査地では図-3，5，7にみるように現在順調な成長がみられ

る。樹形はかつての積雪圧による根元曲りがみられるものの，現在はほぼ通直で形態良好と

いってよいだろう(図-8)。

b.ストローフ*マツ CPin附 strobω): 本調査地の残存率は4%とかなり低いが，これは幼齢

期の積雪害や野鼠害によるといわれる。現存木には積雪害，凍霜害とも被害はみられない。樹

高・胸高直径階別本数分布図は個体数が少ないため作成しなかったが，下層~上層木の樹高成

長曲線は図-9 のようで，植栽 14~15 年後からうっ聞による個体差が顕著となっているよう

であるが，全体として現在順調な成長がみられる。樹齢19年生でH6.0 m， D 11.1 cmで，

収穫表で同林齢の野幌Bや旭川の林分のH11m， D約16cmに比べると Hは約半分， Dは

その7割程度とかなり小さい。樹形はかつての積雪圧による根元曲りがみられるものの，現在

はほぼ通直で形態良好である(図-8)。

c.パンクシアナマツ CPinusbanks勿仰): 本調査地の残存率は52.1%で，これまでの枯死

は主に幼齢期の積雪圧や野鼠害によるが，現存木にはこれらや積雪害，凍霜害とも被害はみら
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Fig. 8. Schematic tree forms of meteorological1y damaged species. 

れない。樹高・胸高直径階別本数分布図は図-10のようである。樹高・胸高直径ともに範囲

は広いが上，中，下層の差はまだはっきりしない。しかし， うっ閉し始めたので急速に個体聞

の差がひろがってゆくものと思われる。下層~上層木の樹高成長曲線は図-11のようである。

植栽 12~13 年後から上述のうっ閉による個体差が現れ始めているようだが，個体の成長傾向

はあまり明瞭な個体差を示してはいない。本調査地は樹齢18年生でH8.1 m， D 12.5 cmで，

現在順調な成長がみられる。現存木の樹形はかつての積雪圧による根元曲りがみられる程度で

良好である。(図ー8)
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Fig. 9. Height growth curve of Pinus strobus. 

(H) (D) 

6 6 

aaτ

の
L

8
2
#
M
0
.
0ヌ

4 

2 

6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 

6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5 10.0 10.5 11.0 
H(m) 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ -c -¥ 
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

DBH(佃)

図-10 パングシアナマツの樹高 CH)および胸高直径 (D)階別本数分布図

Fig. 10. Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and breast-height diameter 
(D) of Pinus banks必na.

d. ヨーロツバクロマツ CPin附 nigra): 本調査地の残存率は35.5%で，積雪害は現存木個

体の 50.5%に達するが凍霜害はみられなし、。これまでの枯死はし、ずれも積雪圧による倒伏や

幹折れに起因し，現在も継続的にみられる。樹高・胸高直径階別本数分布図は図-12のよう

である。まだ十分うっ閉していないが，個体聞の樹高差は3倍余りで， 3.5~4.0m を境に個

体聞の成長差がはっきりしたといえよう。胸高直径差は 3~6 倍と大きく，樹高 4m 以上の個

体は胸高直径10cm以上の個体に対応している。下層~上層木の樹高成長曲線は図-13のよ

うである。十分にうっ閉しておらず，また成長の個体差は必ずしも一定の傾向を示していな
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図ー11 パンクシアナマツの樹高成長曲線

Fig. 11. Height growth curve of Pinus banksiana. 
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Fig. 12. Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and breast 
-height diameter (D) of Pinus nigra. 

い。樹高・胸高直径とも範囲の狭い正規分布型を示している。樹齢18年生でH3.8m，

D9.2cmと成長不良だが，樹形がほぼ正常な(正常に復した〉個体が現存木の過半 (63%)を

占め，これらは積雪害をほとんど被っていないことから今後の成長が期待される。しかし，樹

形不良木の多くは更に積雪圧を受け続け，やがて枯死に至るものと思われる(図-8)。

e.リキeタ"マツ (Pinusrigida) : 本調査地の残存率は11.0%にすぎず，積雪害は現存木個体

の100%に達するが凍霜害はみられない。枯死木のほとんどは積雪圧による倒伏や幹折れによ

る。 7年生でH1.5m，最大胸高直径2.0cmと生育不良で，現存木はいずれも樹幹の傾斜・
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図ー13 ヨーヨツバクロマツの樹高成長曲線

Fig. 13. Height growth curve of Pinus nigra. 
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図ー14 パルサムモミの樹高成長曲線

日g.14. Height growth curve of Abies 初旬mea.

曲りがひどく，将来の残存，回復，成長はほとんど期待できない(図-8)。

f.ジ zフリーマツ CPin師免許のめ: 本調査地では残存率はわずか4.0%で，枯死木はいず

れも幼齢時の凍霜害と積雪害による。枯立木はH 1. 5~ 1. 8 m， D 1. 3~2.0 cmで冬芽の枯死

による。現存木個体は積雪害，凍霜害とも 100%で，いずれも樹幹の傾斜・曲りがひどく，凍

霜害による主軸枯死や交替がみられ， 1988 年秋の 12 年生で H 1. 7~ 1. 8m， D 1. 8~3.9cm 
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である。辛うじて生存してはいるが今後の回復，成長はほとんど期待できない(図-8)。

CAbies balsamea) : 本調査地では残存率はわずか8.0%で，枯死木は幼齢

時の霜害と積雪害による。現存木個体は霜害が100%で，積雪害はみられない。いずれも幾度

も霜害による主軸枯死や交替，幹分れがみられ， 1988 年秋には 18 年生で H4.5~5.8m，

D 6. 8~ 10.1 cmである。各個体の樹高成長曲線は図 14のようで，個体数は少ないが植栽後

10年頃からうっ閉も影響して，個体差が顕著となってゆくようである。霜害は現在も頂芽や

g.パルサムモミ

側芽でしばしばみられるが，樹幹は通直で根元曲りも少ない。

ヨーロッパモミ CAbiesρectinata): 本調査地では残存率は61.0%で，枯死木はほとん

どが毎年のように生じている凍霜害による。凍霜害は現存木個体の 100%に達し， 14年生で

H 1.0 m C最大樹高1.4m)，最大胸高直径2.0cmと生育不良である。いずれも頻繁な凍霜害
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図ー15 コンコロールモミの樹高 (H)および根元直径 (RD)階別本数分布図

Fig. 15. Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and 
diameter at ground level (RD) of Abies concolor. 
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により頂芽や主軸枯死，交替を繰返し，形態不良木となり，正常な成長がみられず枯死木も相

次いでいる(図-8)。松井 (1966)が危倶したように本種は寒さに弱く，現存木個体の将来の

回復成長はほとんど期待できない。

i.コンコロールモミ (Abiesconcolor) : 本調査地では残存率は87.7%と高いが，凍霜害

は現存木個体の 32%，積雪圧によるひどい根元曲りや樹幹の曲りも 26%に達する。樹高・根

元直径階別本数分布図は図-15のようである。全くうっ閉しておらず，樹高・根元直径とも

範囲の狭い正規分布型を示している。 5年生でH0.95 m，平均根元直径2.7cmだが，いずれ

も頻繁な晩霜害や積雪害により頂芽や主軸枯死，交替を繰返し，形態不良木となり，正常な成

長がみられず枯死木も相次いでおり，将来の回復成長~成林はかなり難しいと思われる(図

-8)。

j.ヨーロッパトウヒ(百'ceaabies) : 本調査地では20年生で残存率は62.1%とやや低い

が，これは幼齢期の積雪害や野鼠害によるところが大きい。現存木にはこれらの被害はみられ

ず，ほぼ通直な個体が多い。樹高・胸高直径階別本数分布図は図-16のようである。樹高で

は，強いうっ閉のため上層と中下層との分離が顕著にみられる。胸高直径の個体聞の差は約2

倍と大きく，下層木個体は明瞭だが中上層の分離はまだ不明瞭である。下層~上層木の樹高成

長曲線は図-17 のようで，植栽 14~15 年後から上述のうっ閉による個体差が顕著となってい

るようである。本調査地のHは11.0m， D14.0 cmで，収穫表で同林齢の野幌の H10.4 m， 

D 10.1 cmに比べほとんど変らず，さらに旺盛な成長が期待される。

k. グラウカトウヒ (Piceaglauca) : 本調査地では9年生で残存率は82.9%とかなり高い
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図ー17 ヨーロツパトウヒの樹高成長曲線

Fig. 17. Height growth curve of pi・ceaabies. 
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図一18 グラウカトウヒの樹高(H)および胸高直径(D)階別本数分布図

Fig. 18. Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and breast-height diameter 
(D) of Picea glauca. 
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図-19 グラウカトウヒの樹高成長曲線

Fig. 19. Height growth curve of Picea glauca. 

1981 1982 

が，霜害は現存木個体の37%，積雪圧によるひどい根元曲りや樹幹の曲りも 9%に達する。霜

害による主軸枯死や交替，幹分れがみられ(図-8)，1987年秋の9年生でH2.4 m， D 2.5 cm 

である。樹高・胸高直径階別本数分布図は図-18のようである。樹高の個体聞の差は3倍と

大きい。うっ聞が開始しつつあり， 2.5m付近で上層と中下層に分離しつつある。胸高直径も

個体間の差が6倍と広がり，樹高と同様にうっ閉の影響で正規分布型がくずれつつある。劣勢

木~優勢木の樹高成長曲線は図-19 のようで，植栽 2~3 年後から個体差が顕著となってゆく

ようである。霜害は現在も頂芽や側芽でしばしばみられるが，積雪高を脱しさらに通常の霜高

を抜けつつあるので大部分では今後の回復と旺盛な成長が期待される。
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図ー20 マリアナトウヒの樹高 (H)および胸高直径(D)階別本数分布図

Fig. 20. Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and breast 
height diameter (D) of pi・ceamanana. 
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図-21 .."リアナトウヒの樹高成長曲線
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Fig. 21. Height growth curve of pi・ceamariana 

1.マリアナトウヒ CPiceamm匂na): 本調査地では12年生で残存率は80%とかなり高い。

霜害は現存木個体の8%だが，積雪圧によるひどい根元曲りや幹折れは17%に達し，初期の積

雪害がやや多い。霜害では主軸枯死や交替，幹分れがみられた。しかし，積雪高を脱しさらに

通常の霜高を抜けつつあるので大部分では今後の回復と旺盛な成長が期待される。 1987年秋

の12年生で百3.2m，D3.1cmである。樹高・胸高直径階別本数分布図は図一20のようで

ある。数年前からうっ閉し始めており，樹高の個体差は 3~5 倍と大きく， 3~5m の上層と下

層に明らかに分離している。胸高直径の個体差も 5~6 倍と広がっており，樹高でみる上下層

はほぼ3cmを境にしている。下層~上層木の樹高成長曲線は図-21のようである。植栽
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図-22 チョウセンカラマツの樹高(H)および胸高直径 (0)階別本数分布図

Fig. 22. Frequency distribution of trees in each grade of tree height (H) and breast-height diameter 
(D) of Larix gmelini var. olgensis. 
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図ー23 チョウセンカラマツの樹高成長曲線

Fig. 23. Height growth curve of La市 gmelinivar. olgensis. 

4~5 年後から個体差が顕著となってゆき，上述のうっ聞による上下層の分離は 8~9 年後から

大きくなっているようである。

m. チョウセンカラマツ CLarixgmelini var. olgensis) : 本調査地では20年生で残存率は

68%とかなり高く，凍霜害も現存木個体の2%，積雪圧によるひどい根元曲りや樹幹の曲りも

2%とかなり少なく，今後とも旺盛な成長と成林が期待される。しかし，成長は1987年秋の

20年生でH7.5m，D8.5cmと，前述の旭川の 14年生林分と比べてもかなり小さい。樹高

・胸高直径階別本数分布図は図一22のようである。うっ聞がかなり強く， 7~10m の上層は

中下層と明らかに分離している。胸高直径の個体差も 1~2cm の 1 個体を除けば 3 倍程度と
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図ー24 グイマツの樹高(H)および胸高直径 (D)階別本数分布図

Frequency distribution of trees in each grade of tree hight CH) and breast-height diameter 
(D) of Larix gmelini var. jtψonica. 
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図-25 グイマツ F1の樹高 CH)および根元直径 CRD)階別本数分布図

Frequency distribution of trees in each grade of tree height CH) and diameter at ground level 
CRD) of La市民 CLarixgmelini var. jtψonica x Larix加捌ゑ伽ぜ).

Fig. 25. 

広がっており，樹高の集中の割に個体差の大きいことがわかる。下層~上層木の樹高成長曲線

は図-23 のようである。植栽 12~13 年後のうっ聞により，個体差が顕著となってゆき，上下

層への分離が明瞭になってゆくようである。

グイマツ CLarixgmelini var. j.ゆonica): 本調査地では12年生で残存率は100%と高

く，凍霜害も現存木個体の3%，積雪圧によるひどい根元曲りや樹幹の曲りも 10%とかなり少

ない(図-8)。成長は1985年秋の12年生でH5.2m，D6.7cmと，前述の道北地方の沼川の

n. 

11年生林分と比べてもやや小さいが，気象害にも強く，今後とも成林が期待される。樹高・

胸高直径階別本数分布図は図-24のようである。うっ聞により下層の被圧されている樹高4

m 未満の個体と，中上層の個体が分れている。胸高直径の個体差は 1~2cm の 1 個体を除け

ば 3~4 倍と樹高の集中傾向の割に広がっており，個体差の大きいことがわかる。
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O. グイマツ F1 CLarix gmelini var. japonicaXLarix kaem，ρiferi) : 本調査地では4年生で

残存率は91%とかなり高い。凍霜害も現存木個体の 6%，積雪圧によるひどい根元曲りや樹幹

の曲りも 4%とかなり少ない。成長は1987年秋の 4年生でH1.2m，平均根元直径CRD)1.4 

cmである。樹高・根元直径階別本数分布図は図-25のようである。全くうっ閉しておらず，

樹高の個体差が大きく，成長の優れた個体が出現するなど正規分布型がくずれつつある。根元

直径も個体差は 3~4 倍と広がりつつある。本調査地では植栽後まだ日が浅いため十分な比較

はできないが，気象害が少ないことから今後とも旺盛な成長と成林が期待される。

V.考察

V.l. 被害状況

天塩演習林は北海道中央部とは異なり，積雪量が多くかっ寒さが強い厳しい気象条件下に

あるため，大小の気象害を受けた外国産針葉樹が多かった。積雪圧による樹幹の折れ曲りによ

る積雪害や，主に春先5月下旬から6月上旬の開芽期の低温~晩霜により生じる凍霜害(頂芽

や主軸の枯死~芯替り(主軸交替)~形態不良〉が主要な被害であった。もちろん，これまで

も道北地方では様々な気象害が報告されている。道北地方内陸部では霜害の恐れのない地域で

も積雪上の頻繁な凍害がトドマツに生じているく酒井1967)。また本天塩演習林では佐々木

(1963)の調査によると次のようである。河西5林班の 10年生トドマツ造林地の調査では，風

の当る地形で生存率58%で，被害率 100%は全て寒風害によるものであった。これに対し，風

の当らない地形では生存率95%と高く，被害率は17%と少ないが，そのうち霜害個体が55%

と過半を占め，寒風害個体が18%，雪折れ個体が27%であった。平坦地や台地上ではトドマ

ツ，エゾマツの晩霜害は激甚を極め，消滅の一路を辿る例が多いが，エゾマツはトドマツより

もわずかに霜害に対して強かった。アカエゾマツはこれらに対し一般的に晩霜害に対して強

く，激甚地でも霜害率は30%内外にとどまり，しかも被害程度の軽い複梢木個体が多い。

ヨーロッパトウヒについても，河東14林置の 20年生造林地の調査で，風の当らない地形では

生存率67%で，そのうち被害率は12%と少なく，そのうち晩霜害個体が70%と大部分を占め

るが，全体に軽微であったとL、う。またカラマツについては風衝害に極めて弱かったと報告し

ている。このようにモミ属， トウヒ属，カラマツ属によって被害の受けかたや耐性は様々で，

トウヒ属ではヨーロッパトウヒやアカエゾマツが耐霜性に優れているようである。また，これ

らの他に松田らく1973)は天塩演習林における蛇紋岩地の 31年生ヨーロッパトウヒ林の積雪害

や寒風害を観察している。

今回の本調査地における各樹種の現存個体数に対し，将来倒伏一枯死に至ると思われる積

雪圧による樹幹の折れ曲り(重大な積雪害)個体数の割合，および凍霜害により生じる頂芽の

枯死~芯替り(主軸交替)~形態不良(重大な凍霜害〉個体数の割合を示すと図-26 のようで

ある。各樹種毎の現存個体(数)にみられる被害一形態不良個体は積雪害によるものはリギダ
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図ー26 調査各樹種の残存本数化，現存木の気象害別本数比関係図

Fig. 26. Relation between numerical proportion of each meteorological damage and percentage of 

residual individuals. 

(51%)などマツ属の一部で顕(100%)， 

モミ属やトウヒ属ではコンコロールモミと，

たのを除けば全体的に少なかった。一方，凍霜害によるものはパルサムモミ (100%)，

ロッパモミ (100%)などモミ属とジェフリーマツ(100%)のようなマツ属の一部に顕著で，他

マリアナトウヒで 32~37% とやや多かっ

ヨー

ヨーロッパクロマツジェフリーマツ(100%)， マツ

著で，

の属ではグラウカトウヒ (37%)のようなトウヒ属の一部でもやや多かったのを除けば全体的

うっ聞に伴う個体間競争の激化にに少なかった。積雪害や凍霜害ともに少ない樹種としては，

ヨーロッパトパンクシアナマツ，より被圧枯死個体の生じているヨーロッパアカマツを含め，

グイマツ F1とモミ属を除く 7種が

積雪量の少ない道央地方の北海道大学苫小牧地方演習林で，田中(1987)

は1981年春の強い冷却による国内外29種の幼齢木個体の晩霜害について，被害率が50%以

グイマツ，チョウセンカラマツ，マリアナトウヒ，

挙げられる。

凍霜害については，

ウヒ，

ヨーロッパトウヒ， 50%以上で被害率の大

きかった樹種としてパンクシアナマツ，

1983年秋の早霜ではリギダマツが激害を受けていたことを報告している。これらのうち，著

者らが天塩演習林内河東28林班の霜害を受けやすい低地緩斜面の， 9年生の外国樹種造林地

バンクシアナマツ 190個体には積雪圧

またストロープマツをあげている。リギダマツ，

下と比較的少なかった外国産樹種としてグイマツ，

(造林台帳番号125)で、別に行った観察調査によると，

リギダマツ 102個体は積雪害や凍霜害で

ストロープマツは凍霜害による主軸の芯替りが頻繁で， 60個体のうち積

による幹曲りはみられるが，霜害はみられなかった。

全て枯死しており，
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雪圧による幹の折れ曲りや倒伏が著しく枯死木個体もかなり多かった。ヨーロツパアカマツに

ついても凍霜害はほとんどみられないが，積雪圧による幹折れや折れ曲りが著しく， 104個体

中順調な生育をしている個体は全くといってよいほどみられなかった。このようにパンクシア

ナマツの凍霜害についてのみ，苫小牧演習林の結果と異なる結果となった。本調査地では厳密

な温度測定を行っていないためはっきりしないが，苫小牧演習林の方がその時期さらに強い低

温を生じ，パンクシアナマツが耐えられなかったことが考えられる。ヨーロッパアカマツは河

東 28林班が河西 42，43林班の平坦地の見本林に比べ，積雪害が大きかったのは，わずか

4'"'-'5度の緩斜面でも植栽後初期は積雪のクリープ Ccreep)による圧力が予想以上に大きいこと

を物語っているといえよう。本調査地域が始めに述べた野幌，山部，旭川など道央地方の外国

樹種造林地に比べこのように気象害が著しいのは，積雪量が多いため幼小期の積雪圧がまず決

定的な影響を与え(藤原・岩淵1974)，さらに凍霜害が追い打ちをかけるような相乗作用のた

100 

• 。LF，。Ac
80 
。Pg-・.・OPm

〆問、、
oLgj 話ぞ

、ーノ 。Lgo
。A. oP. 
Pb$!:PS(F) • Ps伊} • 

UE 5 
3 

40 • 。Pn • 
• 

20 

。Pr 。AbP1 。 。Pst。I
10 20 30 40 50 60 

Stand age (Year) 

図ー27 北海道大学天塩演習林における調査各樹種の林齢ー残存本数比関係図。天塩演習林における無関伐
ヨーロッパトウヒ C.)・トドマツ(企〉人工林についてもプロットした。ヨーロッパアカマツ(フィ
ンランド PsCF))，ヨーロッパアカマツ(デンマーク PsCD))，ヨーロツパアカマツ(ポーランド Ps
CP))，ストロープマツCPst)，パンクシアナマツCPb)，ヨーロッパクロマツCPn)，パノレサムモミ CAb)， 
コンコロールモミ CAc)，ヨーロッパトウヒ CPa)，グラウカトウヒ CPg)，マリアナトウヒ CPm)，
チョウセンカラマツ CLgo)，グイマツ CLgj)，グイマツ F，CLF，) 

Fig. 27. Relation between stand age and survival percentage of each tree species inc1uding uneven-aged 
non-thin凶ngpi

・
ceaab問(・)and Abi，ωsac加linensisCA) plantations in Teshio Experimen. 

tal Forest of Hokkaido Univesrsity. Pinus sylvestris CFinland， PsCF))， Pinus 勾I/vest市
CDenmark， PsCD))， Pinus sylvestris CPoland， PsCP))， Pinus strobus CPst) ， Pinus banksiana 
CPb)， Pinus nigra C日1)，Abies balsamea CAb) ， Abies 0抑 colorCAc) ， Pic，ω abi，ωCPa)， Pioω 
glauca CPg) ， Picea ma巾 naCPm)， La市 gmelinivar. 0伝聞s必 CLgo)， La市 gmelinivar. 
jtψonica CL.副)， Larix F， CLF，). 
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めと考えられる。

V.2. 本数残存率と生育状態

各樹種の林齢に対する本数残存率の関係を示すと図-27のようである。これらは枯死木

個体の除伐を除けばほとんど間伐が行われていないため，図ー27には比較のための一つの目

やすとして，天塩演習林各所における無間伐のヨーロツパトウヒおよびトドマツ造林地につい

ての幾つかの調査報告(滝川ら 1980，松田ら 1973)や造林台帳から任意に選び，合せ示した。

本調査地はまだ林齢 7~20 年と若くはっきりしないが，本数残存率はグイマツ F.. コンコ

ロールモミ，グラウカトウヒ，マリアナトウヒ，グイマツの順に良く， うっ閉期に入っている

本数残存率50%以上の樹種にはさらにチョウセンカラマツ，ヨーロッパトウヒ，ヨーロッパ

モミ，ヨーロッパアカマツ，パンクシアナマツがあげられる。残存率の大小tえ既に述べた積

雪害や凍霜害による枯死が大きく左右していると考えられる。しかし，グラウカトウヒのよう

に霜害を免れ，通常の霜高を抜けた後，またストロープマツのように積雪高を抜けた後，被害

がほとんどみられなくなり成長も順調な樹種もある。以上のように積雪害や凍霜害が少なく残

存本数比のかなり高い樹種としては， うっ聞に伴う個体間競争の激化により被圧枯死個体の生

じているヨーロツパアカマツを含め，バンクシアナマツ，ヨーロッパトウヒ，マリアナトウ

ヒ，チョウセンカラマツ，グイマツ，グイマツ Flなどモミ属を除く 7種が挙げられる。しか

し，これらを含む15種が林齢の増加に伴いどのような生育経過を辿り成林するかについては，

病虫害，菌害など諸害の発生も考えられ速断はできない。

樹高階別本数分布図および胸高直径階別本数分布図からみると，樹冠のうっ間後急速に個

体聞の成長差が生じてくるようである。樹形調査や樹高成長曲線からは被害~形態不良を生じ

ていない個体では，どの樹種でも成長はほぼ順調といってよいだろう。

本調査地ではこのように各樹種とも若齢であり，気象害のみならず種々の被害の詳細な観

察を含めた長期的な継続調査が必要である。最近は外国産針葉樹の導入目的が，かつてのよう

な早期栽培的林業(森林資源総合対策協議会編1958)を目指す時代を過ぎており，はじめに述

べたような用途の広がりを考慮すれば，さらに外国産広葉樹をも対象とした道内各地での比較

調査研究は今後ますます重要となると考えられる。

VI.ま とめ

1985~1988 年にかけて北海道北部の北海道大学天塩地方演習林において，林齢 7~20 年

の外国産針葉樹4属15種(ヨーロッパアカマツ，ストロープマツ，パンクシアナマツ，ヨー

ロyパクロマツ， リギダマツ，ジェフリーマツ，パルサムモミ， ヨーロッパそしコンコロー

ノレモミ， ヨーロッパトウヒ，グラウカトウヒ，マリアナトウヒ，チョウセンカラマツ，グイマ

ツ，グイマツ F1) を対象に，主に残存率や被害・生育状況に着目して植栽成績の調査を行っ

た。
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1.北海道大学天塩地方演習林は北海道中央部とは異なり，積雪量が多くかっ寒さが強い厳し

い気象条件下にあるため，大小の気象害を受けた樹種が多い。積雪圧による樹幹の折れ曲りに

よる積雪害や，低温により生じる凍霜害(頂芽の枯死~芯替り(主軸交替)~形態不良〉が主

要な被害であった。

2.樹種により現存本数比(残存率)は， 4~91% と様々な違いがみられ， トウヒ属で比較的高

くマツ属で低く，モミ属ではばらつきがみられた。現存個体(数)にみられる被害~形態不良

個体は積雪害によるものはマツ属の一部で顕著で，モミ属やトウヒ属では少なかった。一方，

凍霜害によるものはモミ属やマツ属の一部に顕著で， トウヒ属の一部でもやや多くみられた。

3.被害~形態不良を生じていない個体では，どの樹種でも近年の成長はほぼ順調とみられ

た。

4.積雪害や凍霜害が少なく残存本数比のかなり高い樹種としては，ヨーロッパアカマツを含

め，パンクシアナマツ，ヨーロッパトウヒ，マリアナトウヒ，チョウセンカラマツ，グイマ

ツ，グイマツ F1などモミ属を除く 7種が挙げられる。

5.しかし，これら7種を含む15種が林齢の増加に伴いどのような生育経過を辿り成林するか

については，病虫害，菌害など諸害の発生も考えられ速断はできない。グラウカトウヒのよう

に凍霜害を免れ，あるいは被害後に主軸交替してやがて通常の霜高を抜け，またストロープマ

ツのように積雪高を抜けた後，被害はほとんどみられず成長も順調な樹種もあり，種々の被害

の詳細な観察を含めた長期的な継続調査が必要である。さらに外国産広葉樹をも対象とした道

内各地での比較調査研究は，北海道と気象条件の類似する地域を含む極東アジアの先駆的な研

究事例としても今後ますます重要となると考えられる。
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Sumrnary 

The present paper based on investigations made from 1985 to 1988 examin田 theimpact of 

meteorological damage on plantations of exotic coniferous trees introduced from foreign countries. 

Particular atiention is focused on damage due to frost and snow pressure. The trees were all 

located in Teshio Experimental Forest of Hokkaido University and ranged in age from 7 to 20 

years. Tree species comprised 1 family， 4 genera， and 15 species. 

1. Most of the speci田 investigatedsu妊ereddamage from both cold temperature in spring and 

snow deposit. The major damage shown by snow deposits were bent and broken stems. The 

damage shown by frost was death of terminal bud-the following alternation of terminal shoot. 

Dead tree and inferior tree form resulted from damag田 mentionedabove. 

2. Survival percentage of each tree species ranged from 4 to 91%. The survival rate of Picea 

was high while that of the Pinus was low. The Abies survival rate varied depenoing on stand age. 

The percentage of individuals damaged by snow deposit was high for a few of Pinus and low for 

Abies and Picea. But， the percentage of individuals damaged by frost was very high for a few of 

Abies and Pinus， and high for a few of Picea. 

3. Individuals from each tr田 specieswhich escaped snow and frost damage grew in good 

condition. 

4. The following seven species showed high survival percentage and a low percentage of snow 

and frost damage: Pin附 banksiana，Pinus sylvestris Cintroduced from Finland， Demnar~ and 
Poland)， Picea abies， Picea mariana， Larix gmelini var. olgensis， Larix gmelini var. jlψonica， 

that F 1 (Larix gmelini var. ja，ρonica x Larix kaemρj甘i)exc1usive of Abies. 

5. In order to get a lot of data on exotic tree species， long-term， well-planned investigation and 

management inc1uding the other exotic deciduous tree species planted should be carried out. 

Consideration should be given to other biological damage， and the recovery and growth after the 

frequent meteorological damage mentioned above. 



写真 1 植栽後，積雪圧による初期の根元曲がりがみられるもの

の，全体に順調な成長を示すヨーロッパアカマツ。うっ閉

による個体聞の競争が激しくなってきている。 0985年 8

月5日撮影)

写真 2 かつて八線看守所があった時期に植栽されたとみられる
ヨーロッパアカマツ成木の一つ。周辺の地床には樹高3m
に達する稚樹が散在する。 0985年8月5日撮影)

Photo 2. Aged Pinus sylvestris around the Hassen exotic tree 

species plantation. It reaches 14.2m in height. 44cm 
in breast height diameter. CAug. 5. 1985) 

Photo 1. Pinus sylvest門sof 18 years after planting CAug. 5， 
1985) 
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植栽後，積雪圧による初期の根元曲がりがみられるもの

の，積雪害や凍霜害に強く ，全体に順調な成長を示すパ γ

クシアナマツ(1985年8月5日撮影)

写真 4植栽後，生育初期の積雪害やlJI!霜筈などで残存個体数は少

ないが，順調な成長を示すストローフ..，.ツ(1985年8月5

日撮影)

写真 3 

4
由

ω

Pim括 banksianaof 18 years after planting CAug. 5， 
1985) 

Photo 4 Pinus slγobu写 of19 years after planting CAug. 5， 
1985) 

Photo 3. 



く， 樹形不良の個体が多いヨーロッパクロマツ(1985年

8月5日撮影)

写真-4i 植栽後，生育初期の積雪害や凍霜害などで残存個体数がか

なり少なく，現存個体も積雪圧による初期の樹幹曲がりが

著しく，将来の回復成林の見込みがほとんどないリギダマ

ツ(1985年8月5日撮影〕

Photo 6. Pinus円。'gidaof 7 years after planting CAug. 5， 1985) 
Photo 5. Pinus nigγ'a of 18 years after planting CAug. 5， 

1985) 

... 
~ 

斗
円
龍
刷
出
リ
庁
特
津
山
判
時
由
闘
訓
凶
詳
割
ぬ
鶏
昨
灘
品
酌
抽
市
灘
品
叩



北海道大学天塩地方演習林における外国産針葉樹の植栽成績について(春木 ・松田 ・滝川 ・岸本 765

写真 7 植栽後，生育初期の凍霜害ゃ積雪害などで残存個体数はかなり少ないジェフリーマツ

(手前〉とパノレサムモミ (その背後〉。 ノ〈ノレサムモミは現在も凍霜害による芯替り~樹

幹分岐が著しいが，成長はよくなってきている。ジェフリ マツは芯枯れや樹幹曲り

が著しく，成長の見込みは全くといってよいほどなし、。(1985年8月5日撮影〕

Photo 7. Abies balsamea of 18 years and Pinus jeffiγりiof 12 years suffered by meteoro 

logic damage after planting CAug. 5. 1985) 

写真 8 植栽後，生育初期の凍霜害で残存個体数はかなり少なく，現存個体も頻繁な芯替りの
ため帯状を塁しているヨーロッパモミ。将来の回復成林の見込みがほとんどなし、。

0985年8月5日撮影)

Photo 8. Abies tectinala of 6 years after planting CAug. 5. 1985) 



写真 9 植栽後，生育初期の積雪圧による根元曲がりと霜害による

芯替りがみられるコンコローノレモミ 0987年8月6日録
影)

写真 10 植栽後，生育初期の積雪圧による根元曲がりがみられる
ものの順調な成長を示すヨーロッパ卜ウヒ 0987年8月
7日撮影)

Photo 9. Abies concolor 01 6 years after planting CAug. 6， 
1987) 

Photo 10. Picea abies of 20 years after planting CAug. 7， 
1987) 
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植栽後，凍結筈や積雪害のみられる個体もあるが，成長

は良く ，成林に向かし、つつあるマリ アナトウ ヒ0987年

8月7日搬影)

写真 12植栽後，!W霜害による芯替り~樹幹分岐がみられる個体

も多いが，成長は良く ，成林に向かいつつあるグラウカ

トウヒ 0987年 8月6日鍛影)

写真 11 

4
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Picea問 G門即時 0112 years after planting CAug. 7， 

1987) 

Photo 12， Picea glattca 01 9 years after planting CAug. 6， 

1987) 

Photo 11. 



写真一13 植栽後，生育初期の積雪圧による根元曲がりがみられる
ものの順調な成長を示すチョウセ γカラマツ0987年 10

月27日撮影)

写真 14 植栽後，生育初期の積雪圧によ る根元曲がりがみられる

ものの順調な成長を示すグイマ ツ 0988年 9月27日鼠

影)

Photo 13. LaπX gmelini var. 0伝ensis01 20 years after plant. 
ing (Oct. 27. 1987) 

Photo 14. LaηX gmelini var. japonica of 12 years after plant. 

ing (Sept. 27. 1988) 
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植栽後，頻繁な1!li妨害や積雪害のため残存個体数が少な

く， It.'、替りや樹幹曲がりの著しい個体の多い河東 13林班

のトドマア(1988年9月 27日撮影〕

写真 16 
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写真 15 

4
A山由

Abies sachalinensis of 5 years suffered by meteoro. 
logic damage after planting CSept. 27， 1988) 

Photo 16. F， of Larix gmelini var. japonica X Larix kaem戸ルガ
of 5 years after planting CAug. 5， 1987) 

Photo 15. 


